
参考様式B5（自己評価等関係）

～ ８年　１月　３０日

（対象者数） 33 （回答者数）
30

～ ８年　２月　１３日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
より日常生活でも活かせるようなスキルの向上を目指し、具

体的な支援を行なっていく。

2
活動ごとのメリハリを付け、より集中しやすい環境を提供し

ていく。

3
それぞれの成長に合わせて取り組み、日常生活で活かせるよ

うに置き換えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 どのようにすれば、安全に楽しく交流できるかを考えていく。

2
ご家庭との連携をしっかりとり、協力して一緒に支援してい

く。

3 訓練を行なった結果報告、緊急時の対応を保護者に案内する。

○事業所名 Ａｎｄａｎｔｅ

○保護者評価実施期間
８年　１月　５日

○保護者評価有効回答数

８年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
８年　２月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所での各マニュアルを保護者に周知、説明が十分ではな

い。

各マニュアルを作成し、訓練も行なっているが、保護者への周

知が十分ではなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や地域の方と活動する機会

がない。

地域の行事への参加や地域の方を事業所に招く企画を考えられ

ていない。

事業所での家族参加の研修会や情報提供の機会をつくれていな

い。

事業所としての支援方法や経過などは共有しているが、ご家庭

でもできる支援方法の案内が出来ていない。

ニーズに合わせた個別支援計画を作成し、計画に沿った支援を

行なっている。

子どもの様子をよく観察し、ご家族と共有しながら困りごとを

解決できるように取り組んでいる。

子どもたちの活動に合わせた空間になっている。
集団活動部屋、学習室、個別療育部屋と活動ごとに空間を変え

ることで、切り替えをしやすいようにしている。

子どもの特性等に応じた専門性のある支援を活動に取り入れて

いる。

個別学習をする時間を設け、それぞれの課題に応じた学習をし

ている。個別学習で得たスキルを集団活動で活かせるように活

動を検討している。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


